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シャスタ ・ ノレ ートおよびコー スト・ライ γはカ スケード山JlIFI

およびシェラネバダ山 l派を縦走し ， ;Rl勾配(こうばい)と 急 1111線

に寓み，多数のトソネノレがある。 最長のトンネノレはオーグア ー

ランド・ ノレートのシェ ラ ネパダ山脈をこ える区間にある全長

3,147.3 m ， 主幹線のト γ 平ノレである。またカリフオノレニア州にあ

るピット ・ リヴ7 一橋は上下 2 庖の鉄道橋で，上周は国道一，下

層は波線鉄道となっている 。 ニュ ー オ ー リンズの近くにおいて

ミシシッピ河にかけらj工ているヒューエ ー・ ロング ・ ブ リ ッジ

は全長 7 ， 1 01 m の鉄橋である。グレート ・ ソノレト ・ レ -!l を横

断する ノレ ー シン ・ カットオフは湖水中に建設された築堤と木材

の術関lの上tこ線路が敷設されている。

この鉄道の沿線にはオレゴγ州のクレー ター ・ レーク，カリ

フォノレニア州のラッセン ・ ヴォノレカニック ， ヨセ ミ テ，キング

ス ・ キャニオソ ， シクォイアおよびニュ ー・ メキシコ!日、|のカー

ルスパッド等の多数の国立公闘がある 。

代表的旅客列車としては，ニューオ ー リンズ=ロスア γゼノレ

ス聞に流線形急行列車 Lサンセッ ト ・ リミテ ッド1 が週1;1去され

ている。所要H寺聞は 421時間 30 分。
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サージアブソーパ (英)surge absorber 電力系統には務官に

よ る以外にも極々の異常電圧が発生する。たとえば遮(しぞ)断

認の開閉， がし、子の閃 (せん)絡などがその原因となる。 4これら

の原因による具常電圧を内1f. といい， これに対して務官に」る

ものを外雷という。サージアプソーパは電力系統中の発m機や

変圧総などの特定の拒護者量を奥 ';i~電圧から保護するため， これら

の俊総に近接して設けられる保護級球。その桝迭は小形のアレ

ス タ ー とコ γデγサ ーを組合わせたものである。異常電圧が襲

来するとサージアプソー パは ， これを大地へ放流してその波高

値を制限し ， 担Ji UJ(の急しゅんl交を緩和して機探の絶縁I政j裂を防

止する。サージアプソーパは，主として内雷に対する保護を目

的とする。ー」アレスター 。 (長岐紛経)

さじよう 鎖錠 (英) lock 信号機，入換標誠および転鰍総等

のてこ相互間で必要に応じ一方のてこを取扱ったとき，他方の

てこを取扱い得ないようにおさえることを鎖錠としづ。この鎖

錠を電気[内に行うものを電気鎖錠といい，織械的に行うものを

機械鎖晶~とし、う。鎖錠には定位鎖錠 ・ 反位鎖錠 ・ 定反位鎖錠 ・

片鎖錠 ・ !照査鎖錠 ・ 条件付主n錠 ・ l時間鎖錠 ・ て っ査鎖錠 ・ 進路

鎖錠 ・ 進路区分鎖錠 ・ 接近鎖鋲; ・ 保留鎖錠 ・ 表示鎖錠および閉

路鎖錠等がある。これらのうら定位鎖錠 ・ 反位鎖錠 ・ 定反{立鎖

錠および条件付鎖錠は機械的にも行えるが， 他のものは一般に

電気的鎖錠である。これら低気的鎖錠のおのおのを説明すると

つぎのとおりである。

片鎖錠 巾 ・ 乙のてこ相互間で I:f'のてこを反位にしたとき，

乙のてこは定位または反位かのいずれか一方にのみ鎖錠され，

定位に鎖錠されるものは反位， 反位に鎖錠されるものは定位で
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はそれぞれ鎖錠されず， 申のてこは乙のてこが定位または反位

のいずれのときでも鎖錠されない連鎖をしづ。 しかして定位に

鎖錠されるものを定位片鎖錠といし 、 ， 反位に鎖錠されるも のを

反f立片鎖錠という。また片鎖~のうちには転鰍採に転級官t回路

11制11\lflを設け， その転鰍総が正当の位置にあるときにかきr り関

係信号俊のてこを反位にすることができるとともに j転轍誌の

定位または反位が信号踏襲の信号現示を制御するようにしたもの

も含める。

照査鎖錠 (check locking) てこ扱所を異にする てこ相互聞

につけた連鎖を照査鎖錠という。図の l のよ うな配線の箇所で

A扱所の申てこを反位に したとき， A. B扱所開に何らの鎖錠

なく ， ただ打合わせだけで、行う ときは，まちがって B扱所で乙

信号般を反位にすることも考えられるので， A. B 扱所聞に電

気的関係をつけ I和信号般に進行信号を現示したならば， 乙信

号機には進行信号が出ないようにするのである。照査鎖錠は信

号てこ相互， 転轍てこ相互閉または信号てこ と 転鰍てこ間とで

行う場合がある。

条件付鎖錠 (when locking) 叩 ・ 乙て こ相互間で甲のてこ

を反位にしたとき， 乙のてこは他のてこのある条件が満足され

たときのみ鎖錠され，その条件が満足されていないときは， 鎖

錠されない述鎖をいう 。 図の 2 のような配線の駅において， 出

発信号機 lA および lB の取扱いはてこ 1 で共用されているた

め， 転轍1* 5 は反位のときでも定位のと きでも ， 信号館Eのて こ

は反位にできる。信号機のて こ l で転轍探 5 は定位であっても

反位であっても鎖錠されるが， 転轍器 5 が定位のときにかぎり

転鰍総 6 は定位に鎖錠され， 転轍音寺 5 が反位の ときにかぎり転

鰍綜 7 を定位に鎖錠する。これが条件付鎖錠である。

時閉鎖錠 (time locking) 甲 ・乙のてこ相互間で鎖錠する 甲

のてこを定位に復して， 解錠される状態になった乙のてこは，

なお一定時分を経過するまでFf.1.錠されない連鎖をいう。閣の 3

のような配線の釈で場内信号軽量 3 には進路鎖錠が施してはある

が，列車が図に示すような位置に来たときに場内信号繊のてこ

は， 定位に復する ことができるのでこの場合には， 転轍器 2 の

てこは解錠されて自 由に取扱える。これでは進路が確保されな

いから ， 場内信号憾のてこを定位に復してから， ある時分間転

轍;総 2 のてこが取扱えないようにすることがある。このような

鎖錠を時閉鎖錠とい う。

轍査鎖錠 (detector locking) 転轍恭を含むある区間の軌条

の両端を絶縁して軌道回路を作り，この軌道回路内に列車また

はIlï丙があるときには，列車によってその転鰍総を転換できな

いように鎖錠することを鰍査鎖錠という。

進路鎖錠 (route lucking) 列車が信号機の進行を指示する

信号~示または入換機識の級協が開通している表示により ， そ

の進路(線路を含む)に進入したとき関係転鰍i得を含む軌道回路

を通過し終るまで， 列車または車両に よ ってその転徽穏を転換

できないように鎖錠することを進路鎖錠という。列車が場内信




